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蕁麻疹に対する甘草湯の使用経験

○川俣博嗣

亀田総合病院　東洋医学診療科

【緒言】蕁麻疹は皮膚の マ ス ト細胞か ら遊離する ヒ ス タ ミ ン に よっ て惹起され る 。 組織学的 には真

皮上層の
一

過性の 浮腫であ り，毛細血管の拡張と透過性亢進をきたす物質が関与する
。 治療は抗 ヒ

ス タ ミ ン 剤がすべ て の 蕁麻疹に 第
一

選択薬で ある が
， 今回 ， 食事性や 物理的刺激に よる蕁麻疹に甘

草湯エ キ ス 剤 で 良好な経過を得たの で若干 の 文献 的考察を加え報告する。

1症例 1】 16 歳 ， 女子高生。中学生 に な っ て カ ニ やエ ビ を食べ る と必ず蕁麻疹が出現す る よ うに

な っ た 。 この ア レ ルギーの体質改善を希望 し2001 年 1月15日皮膚科から紹介受診。 盈1液検査で は

お もな魚 の IgE　RAST の 上昇は認めなか っ た もの の エ ビ
， 力二 ，ハ ウ ス ダ ス トで 陽性 。 和漢診療学

的には軽度の 冷えと便秘を認め た。こ の 蕁麻疹に対して 茵薩蒿湯エ キ ス 6g を投与 した と こ ろ 蕁麻

疹症状 は徐々 に軽快したため 自己中止 となっ た 。 しか し，7月頃か ら入浴後の温熱刺激で 再 び蕁麻

疹が出現するように な っ た 。 茵薩蒿湯を再開 したが軽快 しな い た め 甘草湯エ キ ス 4g を朝と入浴前

の 2 回 の 服用 と した とこ ろ 入浴時の蕁麻疹は軽快，同時に食事性の蕁麻疹もほぼ消失 。 現在は突然

の蕁麻疹の発症に対 して甘草湯エ キ ス剤を携行し出現時同湯を服用 し軽症で蕁麻疹が治まっ て い る 。

【考案】甘草湯 は傷寒論，少陰病編に 「少陰病二 三 日咽痛者可與甘草湯。 不差與桔梗湯」とあり，
お もに 激 しい 咳や咽頭痛の 緩解として使用 さ れ て い た 。 ま た 「急を緩め，諸薬を協和し ， 百薬の毒
を解す 。 」とあ り蕁麻疹などへ の応用 も可能 と考えられ る が蕁麻疹に用 い た論文は少な い 。 強 ミ ノ

C は薬疹 ・中毒疹，蕁麻疹に有用な薬剤である こ とから
， 同じ成分 の 甘草湯 も薬疹 ・中毒疹 ， 蕁麻

疹に有効と考え られ，しか も経口投与できる こ とか ら，これ らの皮膚疾患に対して今後甘草湯が使
用で きる と思 わ れ る 。
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